
年 月 日

東京都福祉サービス評価推進機構
公益財団法人　東京都福祉保健財団理事長　殿

評価機関名　

認証評価機関番号　 機構 02 －

電話番号　
代表者氏名　 印

以下のとおり評価を行いましたので報告します。

担当分野

① 経営

② 福祉

③ 福祉

④

⑤

⑥

福祉サービス種別

評価対象事業所名称

事業所代表者氏名

契約日 年 6 月 7 日

利用者調査票配付日（実施日） 年 10 月 11 日

利用者調査結果報告日 年 12 月 28 日

自己評価の調査票配付日 年 10 月 11 日

自己評価結果報告日 年 12 月 28 日

訪問調査日 年 1 月 7 日

評価合議日 年 1 月 7 日

コメント
(利用者調査・事業評価の
工夫点、補助者・専門家等
の活用、第三者性確保の
ための措置などを記入）

2023 年 3 月 31 日

事業者代表者氏名 印

2022

2022

2023

2023

職員には職員自己評価に関する説明文を配布し、第三者評価の趣旨と自己評価手法に
ついて理解を深めた。利用者調査は、在籍数５１名、世帯数４９世帯を対象とし、アン
ケート用紙を園より配布してもらい、回答後、返信用封筒にて直接評価機関に返送する
方法を取った。新型コロナウイルス感染症が拡大傾向にあり、（１）施設が面会制限を
行っていたため（２）訪問調査のみ（３）ウエブ会議システムを活用する特例適用で行っ
た。

評価機関から上記及び別紙の評価結果を含む評価結果報告書を受け取りました。
本報告書の内容のうち、

佐野　生野

2022

事業所連絡先

〒 146-0081

所在地 大田区仲池上1丁目31番13号 

℡ 03-3754-2525

園長　佐野　生野

2022

2022

認可保育所

森の保育園

評価者氏名・担当分野・評
価者養成講習修了者番号

評価者氏名 修了者番号
H1401011

H0305031

H0304004

特定非営利活動法人　福祉経営ネットワーク

010

03-5211-8710
代表理事　宮崎　民雄

福祉サービス第三者評価結果報告書【令和4年度】

〒　 102-0074

所在地　 千代田区九段南３－４－５　ビラ・アペックス市ヶ谷７０１

機構が定める部分を公表することに同意します。

別添の理由書により、一部について、公表に同意しません。

別添の理由書により、公表には同意しません。
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〔事業者の理念・方針、期待する職員像：認可保育所〕 令和4年度

《事業所名： 森の保育園》

1

事業者が大切にしている考え（事業者の理念・ビジョン・使命など）のうち、
特に重要なもの（上位５つ程度）を簡潔に記述
（関連　カテゴリー１　リーダーシップと意思決定）

2

（１）職員に求めている人材像や役割

（２）職員に期待すること（職員に持って欲しい使命感）

誠実・嘘をつかない・心を籠める・平常心を保つ
愛情・理解し認め必要として感謝する。
知性・関心事の捕らわれず、提案学習努力している
思いやりと勇気・相手の立場をとって考える・相手を心から理解しようとする思いやりと自分を理解してもらうための勇気を
持つ
勤労・人の嫌がることでも必要であれば率先して行う。仲間と協調性をもって働く。

理念・方針　（関連　カテゴリー１　リーダーシップと意思決定）

１)キリスト教教育精神に基づきすこやかな子どもすこやかな家庭すこやかな地域をはぐくむ保育園
２)選択理論心理学（あたたかな人間関係のはぐくみ方）保護者教育
３)ニュースタートプログラム（まごわやさしい栄養学・外遊びの推進）

期待する職員像　（関連　カテゴリー５　職員と組織の能力向上）

すべては子どもたちの未来のために主体性をもってそれぞれの得意を生かしたリーダーシップを発揮できる人。
チームワークを大切にして人と調和していける人。
誠実・勤勉・奉仕の精神を持った人。



〔利用者調査：認可保育所〕 令和4年度

利用者総数
利用者家族総数（世帯）
共通評価項目による調査対象者数

共通評価項目による調査の有効回答者数

利用者家族総数に対する回答者割合（％）

利用者調査全体のコメント

利用者調査結果

は い
どちらとも
いえない

いいえ
無回答
非該当

32 2 1 0

32 3 0 0

32 3 0 0

３５名の利用者のうち、３２名が「はい」としており、食事やおやつは子どもの状態に合わせて工夫がされていると回答している。その
他、３名が「どちらともいえない」と回答している。自由意見では、玄米、菜食で白砂糖を使わない食事であり、とても良く、手間とお金
のかかることを大変良くやってくれていると思うという声や、病み上がりや便秘気味のとき等は、体調に合わせてくれるという声が聞か
れた。

3．提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか

３５名の利用者のうち、３２名が「はい」としており、園で行う活動は子どもが興味や関心を持てるものになっていると回答している。そ
の他、３名が「どちらともいえない」と回答している。自由意見では、最初は大した興味がなかったものでも、園でお友達や先生と行う
ことで興味関心が強くなったことも多々あるように思うし、園外で、すべり台で遊ぶ姿等も以前より遊び方もルールも上手に、そして楽
しそうに遊ぶようになったという声が聞かれた。

1．保育所での活動は、子どもの心身の発達に役立っているか

2．保育所での活動は、子どもが興味や関心を持って行えるようになっているか

３５名の利用者のうち、３２名が「はい」としており、園で行う活動が子どもの心身の発達に役立っていると回答している。その他、２名
が「どちらともいえない」、１名が「いいえ」と回答している。自由意見では、園で行ってきたであろうリズム遊びや歌等を、家でもよくしよ
うとし、成長を感じることが多いという声が聞かれた。

49

アンケート調査の結果から、多くの項目で肯定的な回答が得られている。サービスの提供では、園で行う活動は子ども
が興味や関心を持てるものになっており、子どもの心身の発達に役立っていることに満足している様子がうかがえる。ま
た、食事やおやつは子どもの状態に合わせて工夫がされていることに満足している状況がうかがえた。さらに、子どもの
成長の様子や子育てに関して、職員に相談がしやすいなど信頼関係があると回答した利用者が多い。利用者個人の尊
重では、子どもの気持ちを大切にした対応がされていると回答した利用者も多くなっている。なお、戸外遊びや行事が用
意され、自然や社会とかかわる機会が確保されているかでは、他の項目に比べると「どちらともいえない」を選択した利
用者が見受けられた。その他、困ったことなどを相談できる外部の窓口が周知されているかでは、認識のない利用者も
いる状況であった。総合的な感想では、園への満足度について、「満足」が最も多く、次いで「大変満足」となっている。

　《事業所名： 森の保育園》

実数

コメント

共通評価項目

アンケート用紙を園より配布してもらい、回答後、返信用封筒
にて直接評価機関に返送する方法を取った。

調査方法

51

49
35

71.4

調査対象

在籍数５１名、世帯数４９世帯を対象とした。
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26 8 1 0

30 2 0 3

26 5 3 1

28 4 3 0

31 2 2 0

30 3 1 1

32 1 2 010．職員の接遇・態度は適切か

３５名の利用者のうち、３０名が「はい」としており、園内は清潔に保たれ整理がされていると回答している。その他、３名が「どちらとも
いえない」、１名が「いいえ」と回答している。なお、1名の利用者は無回答であった。

8．子どもの保育について家庭と保育所に信頼関係があるか

9．施設内の清掃、整理整頓は行き届いているか

３５名の利用者のうち、３２名が「はい」としており、職員の接し方や声をかける際の言葉遣い、服装などは適切なものであると回答し
ている。その他、１名が「どちらともいえない」、２名が「いいえ」と回答している。

３５名の利用者のうち、３１名が「はい」としており、子どもの成長の様子や子育てに関して、職員に相談がしやすいなど信頼関係があ
ると回答している。その他、２名が「どちらともいえない」、２名が「いいえ」と回答している。自由意見では、送り迎えの際に積極的に話
しかけてくれるという声が聞かれた。

３５名の利用者、２８名が「はい」としており、行事や参観などの日程は保護者が参加しやすいよう配慮が十分に行われていると回答
している。その他、４名が「どちらともいえない」、３名が「いいえ」と回答している。自由意見では、コロナ禍での行動再開ということもあ
るとは思うが、もう少し早く連絡をいただけると調整がしやすいという声が聞かれた。

6．安全対策が十分取られていると思うか

7．行事日程の設定は、保護者の状況に対する配慮は十分か

３５名の利用者のうち、２６名が「はい」としており、戸外遊びや行事が用意され、自然や社会とかかわる機会が確保されていると回答
している。その他、８名が「どちらともいえない」、１名が「いいえ」と回答している。自由意見では、コロナ禍の中で、可能な限り対応い
ただいており感謝しているという声が聞かれた。その他、コロナで減った気はするという意見もあった。

4．保育所の生活で身近な自然や社会と十分関わっているか

３５名の利用者のうち、３０名が「はい」としており、急な残業などによる保育時間の変更は、利用者の状況に合わせて可能な限り柔
軟に行われていると回答している。その他、２名が「どちらともいえない」、３名が「非該当」と回答している。

5．保育時間の変更は、保護者の状況に柔軟に対応されているか

３５名の利用者のうち、２６名が「はい」としており、園における安全対策は十分行われていると回答している。その他、５名が「どちらと
もいえない」、３名が「いいえ」と回答している。自由意見では、入室時の確認強化が必要という意見があった。なお、１名の利用者は
無回答であった。
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32 1 2 0

20 6 4 5

31 2 2 0

22 3 3 7

25 6 4 0

29 0 3 3

15 6 6 8

３５名の利用者のうち、１５名が「はい」としており、困ったことを外部の窓口に相談できるしくみが周知されていると回答している。その
他、６名が「どちらともいえない」、６名が「いいえ」、８名が「非該当」と回答している。

16．利用者の不満や要望は対応されているか

17．外部の苦情窓口（行政や第三者委員等）にも相談できることを伝えられてい
るか

３５名の利用者のうち、２９名が「はい」としており、不満や要望を伝えやすく、その後の対応が行われていると回答している。その他、
３名が「いいえ」、２名が「非該当」と回答している。自由意見では、保護者会等で出た意見に対し、すぐさま対応してくれていると思うと
いう声や、相談や質問に丁寧にこたえてくれるという声が聞かれた。なお、１名の利用者は無回答であった。

職員による保育内容についての説明は理解しやすいものであるかについて、３５名の利用者のうち、２５名が「はい」、６名が「どちらと
もいえない」、４名が「いいえ」と回答している。自由意見では、友達とどのように関わっているかも教えていただけて感謝の気持ちだと
いう声や、職員によってばらつきがあるという声が聞かれた。

14．子どもと保護者のプライバシーは守られているか

15．保育内容に関する職員の説明はわかりやすいか

３５名の利用者のうち、２２名が「はい」としており、利用者や子どものプライバシーに配慮した対応が行われていると回答している。そ
の他、３名が「どちらともいえない」、３名が「いいえ」、６名が「非該当」と回答している。自由意見では、自分が気にしているせいか、配
慮がないように感じたこともあるという意見があった。なお、１名の利用者は無回答であった。

３５名の利用者のうち、３２名が「はい」としており、ケガや体調を崩した際の職員の対応は信頼できると回答している。その他、１名が
「どちらともいえない」、２名が「いいえ」と回答している。自由意見では、電話で丁寧に教えてくれるので安心するという声が聞かれ
た。

11．病気やけがをした際の職員の対応は信頼できるか

３５名の利用者のうち３１名が「はい」としており、子どもの気持ちを大切にした対応がされていると回答している。その他、２名が「どち
らともいえない」、２名が「いいえ」と回答している。

12．子ども同士のトラブルに関する対応は信頼できるか

13．子どもの気持ちを尊重した対応がされているか

３５名の利用者のうち、２０名が「はい」としており、子ども同士のトラブルに対する職員の対応は信頼できると回答している。その他、
６名が「どちらともいえない」、４名が「いいえ」、５名が「非該当」と回答している。自由意見では、職員によって対応の内容にばらつき
があり、トラブルの相手の名前や発生時の様子について、どの程度保護者に伝えるか事前に説明がないので、いざトラブルが起きた
ときに困ったという声が聞かれた。
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〔組織マネジメント：認可保育所〕 令和4年度

《事業所名： 森の保育園》

Ⅰ 組織マネジメント項目（カテゴリー１～５、７）

№

7／7

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

評価項目3

　　

評価

週別ミーティングで、安全管理、保健衛生などテーマを決めて職員に代表と園長の考え方を伝えている。また、職員会議を毎月開催し、そ
の中で、「コーポレートスタンダード」の読み合わせを行い、各自が取り組むべき方向性を示している。「コーポレートスタンダード」とは、小
冊子に園の理念、行動指針、経営方針、職員の誓いなど職員が意識すべき重要事項をまとめたものであり、迷った時に立ち返れる判断基
準として位置づけている。さらに、園長は、役割表により役割分担を職員に伝え、リーダーシップを発揮し、園をリードしている。

重要案件は、リーダー会議で決定し、職員会議、情報共有アプリで周知している
園における重要案件の検討・決定は、園長・副主任２名・事務長が参加するリーダー会議で行っている。リーダー会議の決定事項は、代表
の承認を得て、職員会議において職員へ説明・周知される。また、急ぐ案件については、グループウエア、週別ミーティング、臨時のミー
ティング等で共有している。さらに、保護者には、クラス代表者会議と運営委員会の席上で、重要決定事項を説明し、加えて、園便りを業務
支援システムを通じて一斉発信し、運営委員会の決定事項や行事スケジュール、保護者講習会のお知らせなどを伝えている。

3. 利用者等に対し、重要な案件に関する決定事項について、必要に応じてその内容と決定経緯を伝えて
いる

カテゴリー1の講評

新人研修旅行や園便り、オンラインサロンを通して、園の目指すことの理解を深めている
「知・徳・体・食」を大切にした運営方針について、新人研修と職員研修旅行、職員会議で職員理解を深めている。職員研修旅行では、職
務マナーと保育技術を１泊２日で集中して学ぶ機会を設ける他、新人職員にはプリセプターがつき、保育に必要なことを実務を通して指導
している。また、保護者へは、代表が毎週定期的にオンラインサロンを開催して園の理念、園が大切にしている「選択理論心理学」の実践
などを伝えている。さらに、オンラインサロンは、保護者以外に地域住民も参加可能であり、園が目指していること広く周知している。

「コーポレートスタンダード」の読み合わせで、職員の取り組むべき方向性を示している

重要な案件について、経営層（運営管理者含む）は実情を踏まえて
意思決定し、その内容を関係者に周知している 評点（○○○）

標準項目
1. 重要な案件の検討や決定の手順があらかじめ決まっている

2. 重要な意思決定に関し、その内容と決定経緯について職員に周知している

経営層（運営管理者含む）は自らの役割と責任を職員に対して表
明し、事業所をリードしている 評点（○○）

標準項目
1. 経営層は、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けて、自らの役割と責
任を職員に伝えている

2. 経営層は、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けて、自らの役割と責
任に基づいて職員が取り組むべき方向性を提示し、リーダーシップを発揮している

事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）を周知し
ている 評点（○○）

標準項目
1. 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、職員の理解が深まるような取り組
みを行っている

2. 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、利用者本人や家族等の理解が深
まるような取り組みを行っている

共通評価項目

1
カテゴリー1

リーダーシップと意思決定

サブカテゴリー1（1-1）

事業所が目指していることの実現に向けて一丸となっている サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

評価

5／5

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

保護者へは、一斉配信で、運営委員会での周知事項、園からの情報提供を行うとともに、感染症対策などアンケートし、利用者意向の把
握に努めている。また、連絡帳アプリは、匿名によっても相談を受け付けられる等、保護者が要望を言いやすい環境を整えている。さらに、
職員へは、園長と代表の面談を行い、子どもとの関わり方や研修受講希望など広く意向の把握に努めている。加えて、オンラインサロンを
毎週開催する他、地域の園関係者が集まる地域会議や認可保育園連合会等への参加を通じて、地域の保育についてニーズを把握・確認
している。

９カテゴリーに分けた、５年先を見据えた中・長期計画書を策定している
保育理念の実現に向けた取り組みを柱とした、中・長期計画を策定している。カテゴリーとして、売上、経費、カリキュラム、児童、保護者、
職員、物的環境、地域、研修に分けて、それぞれのテーマで５年先を見据えた事業計画をまとめている。また、中・長期計画をふまえて、事
業計画書を策定し、保育計画、職員構成、行事、役割、会議体制について年度予定を定めている。さらに、計画に合わせた予算編成を行
い、契約している会計士の助言を得てマネージメント会議で審議し、適正な物品購入、職員採用などの予算を編成している。

半年ごとに中・長期計画推進表を見直すなど、着実な事業計画の実行に取り組んでいる
経営面の進捗状況は、中・長期計画推進表により、マネージメント会議で確認している。年間行事は事業計画で当初に決めており、予算内
で執行できているか、事故やトラブルはなかったかなど費用対効果の視点から検証し、会議内で意見交換を進めている。また、同会議内
で、職員の補充は適切にできているか、予算執行の進捗に問題はないか、保育に必要な備品購入はできているか、危機対応として安全な
園内環境が整備されているかなどを確認している。さらに、半年ごとに中・長期計画推進表を見直しを行い、着実な実行につなげている。

標準項目
1. 事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けた、計画の推進方法（体制、職
員の役割や活動内容など）、目指す目標、達成度合いを測る指標を明示している

2. 計画推進にあたり、進捗状況を確認し（半期・月単位など）、必要に応じて見直しをしながら取り組んで
いる

カテゴリー2の講評

関係者が集まる地域会議への参加を通して、地域の保育ニーズを把握している

標準項目
1. 課題をふまえ、事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現に向けた中・長期計画
を策定している

2. 中・長期計画をふまえた単年度計画を策定している

3. 策定している計画に合わせた予算編成を行っている

着実な計画の実行に取り組んでいる
評点（○○）

6. 把握したニーズ等や検討内容を踏まえ、事業所として対応すべき課題を抽出している

サブカテゴリー2（2-2）

実践的な計画策定に取り組んでいる サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

事業所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）の実現
に向けた中・長期計画及び単年度計画を策定している 評点（○○○）

標準項目
1. 利用者アンケートなど、事業所側からの働きかけにより利用者の意向について情報を収集し、ニーズを
把握している

2. 事業所運営に対する職員の意向を把握・検討している

3. 地域の福祉の現状について情報を収集し、ニーズを把握している

4. 福祉事業全体の動向（行政や業界などの動き）について情報を収集し、課題やニーズを把握している

5. 事業所の経営状況を把握・検討している

サブカテゴリー1（2-1）

事業所を取り巻く環境について情報を把握・検討し、課題を抽出し
ている

サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

事業所を取り巻く環境について情報を把握・検討し、課題を抽出し
ている 評点（○○○○○○）

2
カテゴリー2

事業所を取り巻く環境の把握・活用及び計画の策定と実行

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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2／2

評価項目1

　　

評価

4／4

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

5／5

評価項目1

　　

評価 標準項目
1. 透明性を高めるために、事業所の活動内容を開示するなど開かれた組織となるよう取り組んでいる

2. ボランティア、実習生及び見学・体験する小・中学生などの受け入れ体制を整備している

サブカテゴリー3（3-3）

地域の福祉に役立つ取り組みを行っている サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

透明性を高め、地域との関係づくりに向けて取り組んでいる
評点（○○）

虐待に対し組織的な防止対策と対応をしている
評点（○○）

標準項目
1. 利用者の気持ちを傷つけるような職員の言動、虐待が行われることのないよう、職員が相互に日常の
言動を振り返り、組織的に防止対策を徹底している

2. 虐待を受けている疑いのある利用者の情報を得たときや、虐待の事実を把握した際には、組織として関
係機関と連携しながら対応する体制を整えている

利用者の意向（意見・要望・苦情）を多様な方法で把握し、迅速に
対応する体制を整えている 評点（○○）

標準項目
1. 苦情解決制度を利用できることや事業者以外の相談先を遠慮なく利用できることを、利用者に伝えてい
る

2. 利用者の意向（意見・要望・苦情）に対し、組織的に速やかに対応する仕組みがある

標準項目
1. 全職員に対して、社会人・福祉サービスに従事する者として守るべき法・規範・倫理（個人の尊厳を含
む）などを周知し、理解が深まるように取り組んでいる

2. 全職員に対して、守るべき法・規範・倫理（個人の尊厳を含む）などが遵守されるように取り組み、定期
的に確認している。

サブカテゴリー2（3-2）

利用者の権利擁護のために、組織的な取り組みを行っている サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

サブカテゴリー1（3-1）

社会人・福祉サービス事業者として守るべきことを明確にし、その
達成に取り組んでいる

サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

社会人・福祉サービスに従事する者として守るべき法・規範・倫理
などを周知し、遵守されるよう取り組んでいる 評点（○○）

3
カテゴリー3

経営における社会的責任

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目2

　　

評価

5／5

評価項目1

　　

評価

3. 災害や深刻な事故等に遭遇した場合に備え、事業継続計画（ＢＣＰ）を策定している

4. リスクに対する必要な対策や事業継続計画について、職員、利用者、関係機関などに周知し、理解して
対応できるように取り組んでいる

5. 事故、感染症、侵入、災害などが発生したときは、要因及び対応を分析し、再発防止と対策の見直しに
取り組んでいる

事業所としてリスクマネジメントに取り組んでいる
評点（○○○○○）

標準項目
1. 事業所が目指していることの実現を阻害する恐れのあるリスク（事故、感染症、侵入、災害、経営環境
の変化など）を洗い出し、どのリスクに対策を講じるかについて優先順位をつけている

2. 優先順位の高さに応じて、リスクに対し必要な対策をとっている

4
カテゴリー4

リスクマネジメント

サブカテゴリー1（4-1）

リスクマネジメントに計画的に取り組んでいる サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

新人研修チェックリストで、保育に取り組む姿勢を確認する機会を設けている
職員として理解すべき法規範と倫理をまとめた小冊子、コーポレートスタンダードを全職員に配付し、定期的に読み合わせをしている。ま
た、園内研修として個人情報保護をテーマに行い、プライバシーポリシーについて学んでいる。さらに、新人職員には入職時に職員として
守るべき事項を確認して誓約書へサインをもらい、新人研修チェックリストの確認により保育に取り組む姿勢を理解する機会を設けてい
る。加えて、全員が職員自己評価を行い、園が求める保育業務について確認し、職員の意識向上を図っている。

虐待防止に向け、職員アンケートを実施して保育の振り返りと確認をしている
苦情解決制度では、苦情の受付担当者と解決責任者の氏名と連絡先、第三者委員の連絡先を重要事項説明書で案内している。また、連
絡帳アプリでは匿名で自由意見を受けており、保護者の様々な意見を聞く機会を設けている。さらに、児童虐待防止の取り組みでは、他園
で虐待事例が報道された直後に職員アンケートを実施し、虐待につながる危険が生じていないか確認し、園全体で保育の振り返りを行っ
ている。また、子ども家庭支援センターの職員を講師として迎え、虐待防止研修を行い、連携体制を整えている。

地域施設会議連合会、保健師会など会合に参加し、地域で協働する体制を整えている
園の入り口に園の理念と子育て相談の取り組みを表示し、地域に園の考え方を示して、取り組みを伝えている。また、保育に関心がある
実習生やボランティアを受け入れ、開かれた園として地域や関連機関との関係づくりを行っている。さらに、園長が、地域施設会議や連合
会に参加し、社会福祉協議会からフードバンクの取り組みを学んだり、保健師会に看護師が年に１、２回参加して子どもの事故対策、救命
処置の意見交換をするなど、地域内のネットワークづくりに、積極的に参加して地域貢献に努めている。

標準項目
1. 地域の福祉ニーズにもとづき、事業所の機能や専門性をいかした地域貢献の取り組みをしている

2. 事業所が地域の一員としての役割を果たすため、地域関係機関のネットワーク（事業者連絡会、施設長
会など）に参画している

3. 地域ネットワーク内での共通課題について、協働できる体制を整えて、取り組んでいる

カテゴリー3の講評

地域の福祉ニーズにもとづき、地域貢献の取り組みをしている
評点（○○○）

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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4／4

評価項目1

　　

評価

12／12

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価 標準項目
1. 事業所が求める職責または職務内容に応じた長期的な展望（キャリアパス）が職員に分かりやすく周知
されている

2. 事業所が求める職責または職務内容に応じた長期的な展望（キャリアパス）と連動した事業所の人材育
成計画を策定している

標準項目
1. 事業所が求める人材の確保ができるよう工夫している

2. 事業所が求める人材、事業所の状況を踏まえ、育成や将来の人材構成を見据えた異動や配置に取り
組んでいる

事業所の求める人材像に基づき人材育成計画を策定している
評点（○○）

サブカテゴリー1（5-1）

事業所が目指している経営・サービスを実現する人材の確保・育
成・定着に取り組んでいる

サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

事業所が目指していることの実現に必要な人材構成にしている
評点（○○）

大災害に備えて、職員会議で災害時の職員の役割分担とＢＣＰの内容を確認している
事業継続計画（BCP）を策定し、大きな災害に備え、業務再開までのフローと災害時の職員役割について定めている。また、職員会議の中
で、BCPに記載した職員の業務分担などについて定期的に話し合いを行い、平時から大災害発生時の手順を確認している。一方で、保護
者には運営委員会でＢＣＰ始め園のリスク対策について説明を行うほか、子どもの事故やトラブルなどがあれば、すぐに連絡帳アプリを通
じて一斉連絡を行っている。加えて、子どもの避難靴を事前に預かるなど、「入園のしおり」において災害に備えた事前協力を保護者に依
頼している。

情報漏洩を防ぐため、業務支援ソフトやパソコンの使用にアクセス制限を設定している
個人情報保護について、入職時に職員に誓約書の提出を求め、セキュリティポリシーへの同意を求める他、新任研修チェックリストで情報
保護に必要な業務上の義務を確認している。また、情報管理は、児童票や保育日誌などを文書保存規程に沿って鍵のかかる書庫に保管
している。さらに、業務支援ソフトによる記録管理は、職員個別のアカウントを作成したうえでパスワード管理とし、退職後はアカウントを削
除して業務情報の漏洩を防止している。加えて、グループウエアで情報交換を行う場合、アクセス制限を設定し漏洩対策としている。

5
カテゴリー5

職員と組織の能力向上

3. 情報の重要性や機密性を踏まえ、アクセス権限を設定するほか、情報漏えい防止のための対策をとっ
ている

4. 事業所で扱っている個人情報については、「個人情報保護法」の趣旨を踏まえ、利用目的の明示及び
開示請求への対応を含む規程・体制を整備している

カテゴリー4の講評

感染症対策と子どもの事故対策を最重要と考え、必要な対策を毎月話し合っている
自然災害や子どもの事故等のリスク対策について、安全管理マニュアルを作成し活用している。リスクの優先順位は、新型コロナウイルス
感染症対策と子どもの命にかかわる事故防止を最上位としている。また、感染者を出さないことだけでなく、ウィズコロナとして、感染症対
策をしながらも行事や保育活動を実践し、リスクを抑える取り組みを工夫している。さらに、自然災害や不審者侵入などの対策は、毎月開
催するリスクマネジメント会議で話し合い、必要なルールと物品購入を検討するほか、修繕など環境整備を行い、リスク軽減を図っている。

事業所の情報管理を適切に行い活用できるようにしている
評点（○○○○）

標準項目
1. 情報の収集、利用、保管、廃棄について規程・ルールを定め、職員（実習生やボランティアを含む）が理
解し遵守するための取り組みを行っている

2. 収集した情報は、必要な人が必要なときに活用できるように整理・管理している

サブカテゴリー2（4-2）

事業所の情報管理を適切に行い活用できるようにしている サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目3

　　

評価

評価項目4

　　

評価

3／3

評価項目1

　　

評価

地域を中心に採用活動を行い、採用後は適正を把握して配属を行っている
人材確保は、代表の活動を通じて得た人脈、オンラインサロンなどの地域活動、行政主催の合同就職説明会への参加を通じて行ってい
る。地域には、園の理念、食育などの取り組みに関心を持ち、就職を希望する人もあり、今後は実習生や地域の保育学校の学生などを対
象にして新卒採用に力を入れていきたいと考えている。採用後は、新任職員にはいきなり担任を持たせず、保育補助業務からはじめ、適
性や本人の希望を把握し配属している。また、その後はコンピテンシートを活用して職員の適性や能力を確認のうえ、異動と配置を行って
いる。

選択理論心理学を取り入れ、良好な人間関係構築にいかしている
園内研修が多くあり、常勤と非常勤ともに理念研修、保健安全、危機管理などを学んでいる。年度初めに園長と副主任で個人別研修計画
を作成し、職員が年間に受講すべき研修計画を明確にしている。また、園長と事務長は、新任職員を指導するプリセプター担当職員へ保
育、接遇マナー、保護者対応などの知識・技術を伝え、担当職員の研修力向上を図り、組織的に新任職員の育成に取り組んでいる。さら
に、代表は、「選択理論心理学」の研修を行い、良好な職場のコミュニケーション技術を職員が身につけ、人を尊重することの重要性を指
導している。

丁寧な情報共有や自主的な勉強会が、組織力向上に寄与している
研修内容の共有は、グループウエアと職員会議、研修レポートの回覧で行う他、昼の申し送り時にも詳細に共有化を図っている。また、業
務改善は、職員へのヒアリング結果をマネージメント会議でまとめて改善につなげている。改善結果や残った課題は、マネージャー会議で
業務報告書をまとめグループウエアで職員に伝えている。さらに、課題は全体共有するため、週別ミーティング等で話し合う機会をもってい
る。職員が自主的に研修と勉強会を行うことで、チーム活動が効果的に進むことにつながっている。

標準項目
1. 職員一人ひとりが学んだ研修内容を、レポートや発表等を通じて共有化している

2. 職員一人ひとりの日頃の気づきや工夫について、互いに話し合い、サービスの質の向上や業務改善に
活かす仕組みを設けている

3. 目標達成や課題解決に向けて、チームでの活動が効果的に進むよう取り組んでいる

カテゴリー5の講評

4. 職員間の良好な人間関係構築のための取り組みを行っている

サブカテゴリー2（5-2）

組織力の向上に取り組んでいる サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

組織力の向上に向け、組織としての学びとチームワークの促進に
取り組んでいる 評点（○○○）

職員の定着に向け、職員の意欲向上に取り組んでいる
評点（○○○○）

標準項目
1. 事業所の特性を踏まえ、職員の育成・評価と処遇（賃金、昇進・昇格等）・称賛などを連動させている

2. 就業状況（勤務時間や休暇取得、職場環境・健康・ストレスなど）を把握し、安心して働き続けられる職
場づくりに取り組んでいる

3. 職員の意識を把握し、意欲と働きがいの向上に取り組んでいる

標準項目
1. 勤務形態に関わらず、職員にさまざまな方法で研修等を実施している

2. 職員一人ひとりの意向や経験等に基づき、個人別の育成（研修）計画を策定している

3. 職員一人ひとりの育成の成果を確認し、個人別の育成（研修）計画へ反映している

4. 指導を担当する職員に対して、自らの役割を理解してより良い指導ができるよう組織的に支援を行って
いる

事業所の求める人材像を踏まえた職員の育成に取り組んでいる
評点（○○○○）

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

前年度の重要課題に対する組織的な活動（評価機関によるまとめ）

　　
目標の設定と

取り組み

　　 取り組みの検証

　　 検証結果の反映

評価項目１で確認した組織的な活動や評語の選択に関する講評

事業所の理念・基本方針の実現を図る上での重要課題について、前年度具体的な目標を設定して取り組み、結果を検証して、今年度以
降の改善につなげている（その１）

 

コロナ禍で休園を余儀なくされ、多くの保護者が困っているという現状を改善したいと考えたため、地域の子育て家庭を含めた保護者に
とってのサービス強化を重要課題とし、以前より構想を練っていた「一時預かり事業」の推進を目標とした。
取り組みとしては、区へ情報収集を行い、園長・副主任・事務長が参加する、マネージメント会議や、代表も参加する月１回の職員会議等
で意見を交換した。
結果として、区から情報を得たものの、承認まではいかなかった。法人の事業として、子育て支援クラブを設立し、学童保育、ベビーシッ
ター、学習塾を開始したことの情報を得て、職員の意欲は高まった。
次年度も、区と連携を図り、進めていくこととしている。

 

園が力を入れていることは、時代のニーズを理解し、保護者の意向や希望をカスタマイズして、新しいサービスを創り出し、柔軟な保育を
行うことで、子どもが健やかになることを重視することである。取り組みとしては、達成までには至らなかったが、職員間の意欲が高まった
ことが確認できた。次年度も区と連携を図り、取り組むことを期待したい。

7
カテゴリー7

事業所の重要課題に対する組織的な活動

サブカテゴリー1（7-1）

事業所の重要課題に対して、目標設定・取り組み・結果の検証・次期の事業活動等への反映を行っている

具体的な目標を設定し、その達成に向けて取り組みを行った

具体的な目標を設定したが、その達成に向けて取り組みが行われていなかった

具体的な目標が設定されていなかった

目標達成に向けた取り組みについて、検証を行った

目標達成に向けた取り組みについて、検証を行っていなかった（目標設定を行っていなかった場合も含む）

設立後間もないため、前年度の実績がなく、評価対象外である

次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させた

次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させていない

設立後間もないため、前年度の実績がなく、評価対象外である
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評価項目2

　　

前年度の重要課題に対する組織的な活動（評価機関によるまとめ）

　　
目標の設定と

取り組み

　　 取り組みの検証

　　 検証結果の反映

評価項目２で確認した組織的な活動や評語の選択に関する講評

事業所の理念・基本方針の実現を図る上での重要課題について、前年度具体的な目標を設定して取り組み、結果を検証して、今年度以
降の改善につなげている（その２）

 

理念浸透に研修など取り入れているが、さらなる浸透の深まりが必要と感じたため、職員の育成について、理念に沿った育成、ステップ
アップを明確にすることを重要課題とし、園独自に作成するコンピテンシーシートを人事評価に取り入れ、運用することを目標に設定した。
取り組みとしては、新たにコンピテンシーシートを作成し、導入するとともに、全職員に自己評価してもらい、階層を明確にした。コンピテン
シーシートの内容は、職層ごとに違っており、何を重視するかをウエイトを数字で決め、評価項目ごとに評価を行った。その後、コンピテン
シーシートの内容を基に、園長と代表が面接を行い、最終的に職員が取り組めなかったことを確認した。
結果として、コンピテンシーシートは導入となり、概ね達成した。実施により、職員の意識にバラつきがあることも見えたため、今後、どのよ
うに職員支援を行っていくか、より検証することが重要と認識できた。
今後も継続するとして、事業計画書に反映させた。

 

コンピテンシーシートの導入で、職員の課題と能力、取り組んでいることを具体的に把握できるようになり、職員自身の仕事と姿勢を振り返
るための客観的指標となった。また、園長と代表が面接を行い、職員の長所、能力、課題点を明確化することができたため、最終的に職員
が取り組めなかったことを確認し、次年度につなげることができた。コンピテンシーシート導入による人事評価により、効果的な人材育成が
期待できる。今後は、コンピテンシーシートを踏まえ、職員がより理解できる研修計画への反映についての説明やフィードバックを丁寧にす
ることが必要となっている。引き続き、定着に向けて、取り組むことに期待したい。

具体的な目標を設定し、その達成に向けて取り組みを行った

具体的な目標を設定したが、その達成に向けて取り組みが行われていなかった

具体的な目標が設定されていなかった

目標達成に向けた取り組みについて、検証を行った

目標達成に向けた取り組みについて、検証を行っていなかった（目標設定を行っていなかった場合も含む）

設立後間もないため、前年度の実績がなく、評価対象外である

次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させた

次期の事業活動や事業計画へ、検証結果を反映させていない

設立後間もないため、前年度の実績がなく、評価対象外である
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〔サービス分析：認可保育所〕 令和4年度

《事業所名： 森の保育園》

Ⅱ サービス提供のプロセス項目（カテゴリー６-１～３、６-５～６）

№

4／4

評価項目1

　　

評価

園の前にある掲示板には、「育児相談」をしていることを掲示して、地域の保護者が立ち寄れるように案内している。一方、区は、月初めに
区内保育園より、空き情報を提出してもらい、区のホームページにて、園の空き情報を発信している。園は、コロナ禍前では、待機者がい
たが、感染症の広がりにあわせて、転居したり、入園を見合わせたりして、現在も空きがある状況が続いている。また、０歳児では、育児休
暇を取得する人が多くなっていることも定員に満たない要因でもある。そこで、子育て情報サイトや、社会福祉協議会等にも情報提供して
いる。

見学申し込み者に対しては、適宜対応し、希望者には給食の試食を提供している
利用者は、区に入園申込をする前に、見学などをして、利用したい保育園を選択している。そこで、園でも問い合わせ者には、見学及び体
験保育や、給食の試食ができることを説明している。以前は、見学会を設けて、行っていたが、感染症予防のため、現在は適宜行ってい
る。見学時には、理念や、運営方針を説明し、園内を案内している。そして、１日の生活の流れを説明しつつ、その子どもについての情報
や、保護者の現在の状況や、子育てに対する困りごとなどをうかがい、必要に応じて助言をしている。この内容は見学者受付ノートに記録
している。

4. 利用希望者等の問い合わせや見学の要望があった場合には、個別の状況に応じて対応している

サブカテゴリー1の講評

ホームページで、様々なコンテンツを活用して、園の取り組みを発信している
園では、園の情報をホームページ・パンフレット・インスタグラム・フェイスブックなど、幅広いコンテンツを活用して発信している。その結果、
利用希望者の問い合わせは、ホームページを通してくることが多い。さらに、代表がオンラインにてセミナーを開催しており、そこからの問
い合わせもある。中には、転居して、利用につなげた家庭もある。ホームページは、森林をイメージカラーとした配色で彩られ、園内の様子
は、写真を多く活用して、希望者が知りたい情報を見やすく、読みやすいように工夫し発信している。

月初めに、区に空き情報を知らせて、園の情報を提供している

利用希望者等に対してサービスの情報を提供している
評点（○○○○）

標準項目
1. 利用希望者等が入手できる媒体で、事業所の情報を提供している

2. 利用希望者等の特性を考慮し、提供する情報の表記や内容をわかりやすいものにしている

3. 事業所の情報を、行政や関係機関等に提供している

共通評価項目

1
サブカテゴリー1

サービス情報の提供 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

概ね２週間程度の慣らし保育を行い、職員への信頼を育んでいる
オリエンテーション時に、あらかじめ渡しておいた「児童調査票」を回収して、個々の利用者台帳を作成している。また、個別面談を行い、
保護者の意向等を把握して、得た情報を業務支援システムの「入園前面談カルテ」に入力し、職員間で情報共有をしている。利用開始時
には、概ね２週間を目処とした「慣らし保育」を行い、担当の職員が専任し、子どものストレスを軽減できるように配慮している。一方で、慣
らし保育の期間中は、子どもが安心する慣れ親しんだタオルなどの持参を依頼し、子どもの心の安定を図り、玩具などで遊びこめるよう配
慮している。

サービスの終了時は、支援の継続性を踏まえ、全ての子どもに書類を作成している
就学前のクラスでは、後期に保護者面談を行い、入学後も困ることがないように、保護者に子どもの状況を伝えている。職員は、就学に向
けて、保育所保育指導要録や就学支援シートを作成し、面談で得た保護者の意向なども踏まえて、記載している。また、転園する子どもに
も、同様に、成長記録としての園独自の「指導要録」を作成して、次のサービス利用先に渡してもらっている。退園後は、園の行事などの案
内を出して、退園時や卒園児が、園に来られるように配慮している。保護者にはオンラインセミナーを案内して、参加を募っている。

2. 利用開始直後には、子どもの不安やストレスが軽減されるように配慮している

3. サービスの終了時には、子どもや保護者の不安を軽減し、支援の継続性に配慮した支援を行っている

サブカテゴリー2の講評

入園前に、オリエンテーションを行い、園でのルールなどについて説明をしている
園では、区から入園の内定を得た家庭に、前もって、入園のしおり・「児童調査票」・契約書および重要事項説明書・個人情報の取り扱いに
ついてなどの書類を渡している。その上で、入園前には、オリエンテーションを開催して、「入園のしおり」や、重要事項説明書を読み上げ
るなどして説明をしている。特に重要視している部分は、入園のしおりの持ち物や、就労時間の取り扱い、休みの連絡・ケガや事故などの
取り扱い、苦情の取り扱いなどについての説明である。ただ、ケガや事故などは、その都度の丁寧な説明が重要としている。

3. サービスに関する説明の際に、保護者の意向を確認し、記録化している

サービスの開始及び終了の際に、環境変化に対応できるよう支援を行っている
評点（○○○）

標準項目
1. サービス開始時に、子どもの保育に必要な個別事情や要望を決められた書式に記録し、把握している

サービスの開始にあたり保護者に説明し、同意を得ている
評点（○○○）

標準項目
1. サービスの開始にあたり、基本的ルール、重要事項等を保護者の状況に応じて説明している

2. サービス内容について、保護者の同意を得るようにしている

2
サブカテゴリー2

サービスの開始・終了時の対応 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

評価項目3

　　

評価

評価項目4

　　

評価

子どもの心身状況や生活状況については、定められた様式に記録している。また、年に２回保護者面談を行い、その時々の状況を把握し
て、個別面談記録として残している。一方で、業務支援システムにおいて、日々体温を入力するとともに、毎月身体測定を行い、数値を入
力することで、成長の度合いをグラフで確認している。その上で、健康状態について、課題がある場合には、週別会議等で議題にあげて、
管理栄養士や看護師からの意見を踏まえ、保護者に相談して、個別の指導計画に反映し、経過観察をして改善するように支援している。

指導計画は、業務支援システムにて更新しており、職員は常に確認ができる
指導計画は、全体的な計画を踏まえて、年間計画を作成し、月の指導計画、週案に落とし込んでいる。また、０歳児・１歳児・２歳児には、
個別に指導計画を作成している。毎週金曜日に振り返りをして、次週の週案を作成、月末には、その月の振り返りをして、次月の指導計画
を作成している。また、計画を更新する際には、その時々の子どもの状況や環境の変化を考慮して作成している。さらに、特別な配慮が必
要な子どもにも、個別の指導計画を作成して支援している。これらの計画は業務支援システムに入力し、職員は常に確認しながら保育に
あたっている。

子ども一人ひとりの成長の記録は、個別日誌や発達記録に残している
０歳児から２歳児は、毎日、個別日誌をつけて発達記録としている。個別日誌は、個々の子どもの週案（ねらい）を明記し、その日の取り組
み結果を記録している。その上で、その日の保育内容は、業務支援システムの連絡帳アプリを活用して保護者に伝えている。職員間も、
業務支援システム内で、情報共有を行い、登降園時保護者への伝達事項を伝え忘れのないようにしている。また、指導計画の内容や個
人の状況の変化などについて、職員間での情報共有は、日々の申し送りや、週別ミーティング、職員会議等で話し合いをして、共通認識を
図っている。

標準項目
1. 指導計画の内容や個人の記録を、保育を担当する職員すべてが共有し、活用している

2. 申し送り・引継ぎ等により、子どもや保護者の状況に変化があった場合の情報を職員間で共有化してい
る

サブカテゴリー3の講評

心身状況については定期的に測定を行い、グラフ化することで、課題を把握している

標準項目
1. 子ども一人ひとりに関する必要な情報を記載するしくみがある

2. 指導計画に沿った具体的な保育内容と、その結果子どもの状態がどのように推移したのかについて具
体的に記録している

子どもの状況等に関する情報を職員間で共有化している
評点（○○）

2. 指導計画は、子どもの実態や子どもを取り巻く状況の変化に即して、作成、見直しをしている

3. 個別的な計画が必要な子どもに対し、子どもの状況（年齢・発達の状況など）に応じて、個別的な計画
の作成、見直しをしている

4. 指導計画を保護者にわかりやすく説明している

5. 指導計画は、見直しの時期・手順等の基準を定めたうえで、必要に応じて見直している

子どもに関する記録が行われ、管理体制を確立している
評点（○○）

3. アセスメントの定期的見直しの時期と手順を定めている

全体的な計画や子どもの様子を踏まえた指導計画を作成している
評点（○○○○○）

標準項目
1. 指導計画は、全体的な計画を踏まえて、養護（生命の保持・情緒の安定）と教育（健康・人間関係・環
境・言葉・表現）の各領域を考慮して作成している

定められた手順に従ってアセスメント（情報収集、分析および課題設定）を行い、子どもの課題を
個別のサービス場面ごとに明示している 評点（○○○）

標準項目
1. 子どもの心身状況や生活状況等を、組織が定めた統一した様式によって記録し把握している

2. 子どもや保護者のニーズや課題を明示する手続きを定め、記録している

3
サブカテゴリー3

個別状況の記録と計画策定 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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5／5

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

職員は、日常の保育の中で、一人の子どもを個として捉え、子どもを呼ぶ際には「〇〇さん」と呼ぶ他、一人ひとりの子どもを尊重し、敬
い、対等の存在として言葉を使用している。また、「選択理論心理学」を踏まえ、やってはいけない致命的習慣である、①批判する②せめる
③文句をいう④ガミガミいう⑤おどす⑥罰する⑦褒美でつるを回避している。また、身に付けたい習慣である、①話をよく聞く②受け入れる
③励ます④支援する⑤信頼する⑥尊敬する⑦違いを交渉する、を前面に押し出すための行動である。職員は常に子どもを尊重して保育を
行っている。

職員を対象に、虐待防止について研修を行い、アンケートを実施している
園では、度重なる「園児虐待」の報道を受けて、職員にアンケートを実施している。また、代表及び看護師が中心となって、「虐待防止」の
研修として、区が作成している冊子などを用いて読み合わせを行っている。そこには、虐待を発見したときの、相談のフローチャートや、報
告義務などが記載されており、職員は改めて確認することができた。一方で、コロナ禍のために保護者との交流が少なくなっており、保護
者から困りごとなどを相談できる関係性を築けるような環境をつくること、保護者に対する虐待についての勉強会を開催することを検討して
いる。

3. 虐待防止や育児困難家庭への支援に向けて、職員の勉強会・研修会を実施し理解を深めている

サブカテゴリー5の講評

子どもに関する情報をやり取りする必要時には、保護者に説明し意向を確認している
入園時に、個人情報の取り扱いについて説明同意を得ている。また、退園時に作成する保育所保育指導要録については、保護者に作成
していることを説明し、学校等へ提出している。一方で、子どもの羞恥心に対する配慮として、子どもたち同士がトイレ内をのぞかないよう
に、トイレには、子どもの身長程度のドアを設けている。また、オムツ交換は所定の場所で行い、汚れたおむつは速やかに洗うなどの配慮
をしている。身体測定などの衣服を脱ぐような場面では、個別に見えない場所で行っている。

子どもを個として捉え、職員が一人ひとりの子どもを尊重して、保育を行っている

サービスの実施にあたり、子どもの権利を守り、子どもの意思を尊重している
評点（○○○）

標準項目
1. 日常の保育の中で子ども一人ひとりを尊重している

2. 子どもと保護者の価値観や生活習慣に配慮した保育を行っている

子どものプライバシー保護を徹底している
評点（○○）

標準項目
1. 子どもに関する情報（事項）を外部とやりとりする必要が生じた場合には、保護者の同意を得るようにし
ている

2. 子どもの羞恥心に配慮した保育を行っている

5
サブカテゴリー5

プライバシーの保護等個人の尊厳の尊重 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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5／5

評価項目1

　　

評価

評価項目2

　　

評価

園内の壁に、職員に意識して欲しいことを、掲示していつでも確認できるようにしている。例えば、理念の他、「選択理論心理学」の4つの理
論、コントロールが聞かない「感情・生理反応」、コントロールできる「更衣・思考」を車の４輪と捉え掲示し、意識づけをしている。また、
「やってはいけない致命的習慣」「身に付けたい習慣」の各７つの項目についても、イラストを踏まえ掲示している。また、「子どもは「〇〇さ
ん」とよびます」なども掲示してあり、業務のみならず、保育する姿勢についても、意識統一できるようにしている。

手順書の改正規則があり、その規則に沿って、改正が行われている
提供している手順の改変については「手順書改正規則」を設けて、その手順に沿って行っている。例えば、０、１歳児が散歩に行くときに
は、１階からカートをあげて、３階にて子どもをカートに乗せて１階へ移動する必要がある。子どもの成長にあわせて、階段にて１階に降り
ることもできるが「カートを使用する」ことを変更する場合には、そのことについて提案を行い、代表の判断を仰ぎ、週別ミーティング等で承
認を得たうえで、実行することになっている。園では、今後マニュアルを動画にして、職員がイメージしやすいようにすることを検討してい
る。

2. 提供しているサービスの基本事項や手順等の見直しにあたり、職員や保護者等からの意見や提案、子
どもの様子を反映するようにしている

サブカテゴリー6の講評

園のマニュアルを作成し、さらにイラスト付きの手順書を作成して研修している
業務の標準化を図るために、職員への理念の浸透に、取り組んでいる。「森の保育園マニュアル」を整備して、①安全管理②虐待防止③リ
スクマネジメントなどについては、対応方法をフローチャートで示している。また、イラスト付きの手順書（カード）を作り、パンチで穴をあけ、
いつでも確認できるように、クラスごとに見えるところにかけてある。さらに、マニュアルと手順書は、新任職員の教育時に使用しており、専
任のプリセプターがついて指導を行い、定期的に、理解度について、自己評価・他者評価を行い、本人の自信に繋げている。

理念や、方針を具体的にして、それらをイラスト付きで壁に掲示して統一を図っている

3. 職員は、わからないことが起きた際や業務点検の手段として、日常的に手引書等を活用している

サービスの向上をめざして、事業所の標準的な業務水準を見直す取り組みをしている
評点（○○）

標準項目
1. 提供しているサービスの基本事項や手順等は改変の時期や見直しの基準が定められている

手引書等を整備し、事業所業務の標準化を図るための取り組みをしている
評点（○○○）

標準項目
1. 手引書(基準書、手順書、マニュアル)等で、事業所が提供しているサービスの基本事項や手順等を明
確にしている

2. 提供しているサービスが定められた基本事項や手順等に沿っているかどうか定期的に点検・見直しをし
ている

6
サブカテゴリー6

事業所業務の標準化 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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Ⅲ サービスの実施項目（カテゴリー６-４）

35／35

1 評価項目1

　　

評価

コーナー保育を取り入れる等、子どもが主体的に関われる環境設定に取り組んでいる
子どもが主体的に周囲の人・もの・ことに関わることを目指して、玩具や絵本は、子どもの発達、興味・関心、季節に合わせて用意し、子ど
もの目線に配置して、子どもたちが遊びたい玩具や絵本を自由に取り出せるよう環境設定している。また、各クラスにままごと・ブロック・粘
土・お絵描き等のコーナーを用意し、自分で遊びを選ぶ「コーナー保育」を取り入れている。さらに、ままごとや積み木などの玩具は、手触
りのよい温かみのある木のものを充実させており、木と触れ合うことで、五感を刺激し、創造力を育んでいる。

異年齢保育や統合保育の中で、互いを思いやり、尊重する心を育んでいる
早朝保育や延長保育、土曜保育、行事の他、３～５歳児は異年齢保育を実施している。また、戸外活動で、他のクラスと合同で散歩に行く
等、子どもの発達や目的に合わせて、保育活動に取り入れている。散歩中には年が上の子どもが道路側につくが、道をわたるときは、さっ
と手を替える等、年が下の子どもを思いやる姿が見られたり、クリスマス会などの行事では、年が下の子どもが、年が上の子どもに憧れを
持ち、自分もそうなりたいと思う等、互いを思いやり、尊重している姿が見られている。また、配慮を必要とする子どもとも育ち合っている姿
がある。

発達の過程で生じる子ども同士のトラブルは、双方の気持ちを受け止め、対応している
自我が育っていく発達の過程において、子ども同士のトラブルが生じることがあり、入職時から学んでいる「選択理論心理学」を基本とした
考え方を職員間で共有することにより、平等で一貫性を持った対応に努めている。まず、ケガの処置を行い、双方から話を聞いたうえでお
互いの気持ちを職員が代弁し、仲直りできるように導いている。子どもにわかりやすい「仲良しメーター」などの表現を使う他、幼児は、自
分たちで話し合って仲良くする能力を養えるように働きかけている。なお、保護者への対応は統一を図ることが望まれる。

3. 子ども同士が年齢や文化・習慣の違いなどを認め合い、互いを尊重する心が育つよう配慮している

4. 特別な配慮が必要な子ども（障害のある子どもを含む）の保育にあたっては、他の子どもとの生活を通
して共に成長できるよう援助している

5. 発達の過程で生じる子ども同士のトラブル（けんか・かみつき等）に対し、子どもの気持ちを尊重した対
応をしている

6. 【５歳児の定員を設けている保育所のみ】
小学校教育への円滑な接続に向け、小学校と連携をとって、援助している

評価項目1の講評

子ども一人ひとりの発達の状態に応じた保育を行っている
評点（○○○○○○）

標準項目
1. 発達の過程や生活環境などにより、子ども一人ひとりの全体的な姿を把握したうえで保育を行っている

2. 子どもが主体的に周囲の人・もの・ことに興味や関心を持ち、働きかけることができるよう、環境を工夫
している

サブカテゴリー4

サービスの実施項目 サブカテゴリー毎の
標準項目実施状況

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

19／26



2 評価項目2

　　

評価

基本的生活習慣が身につくように、子どもの発達に合わせて、援助している
基本的な生活習慣の獲得に向けては、子どもの発達に合わせて、毎日の保育活動の中で柔軟に対応している。また、発達記録等に記録
されている子どもの発達状況を確認し、家庭と連携を図るように努めている。例えば、食事の時間には、食事のマナーやスプーン・箸の持
ち方を学んでおり、排泄の自立に向けては、排尿間隔があいてくると、足が届くおまるに座るところからはじめ、布オムツを使用して、子ど
ものペースで進めている。着替えは、ズボンを履くところから一歩ずつ行い、幼児は、「ようふくのたたみかた」のイラストを見ながら自分で
たたんでいる。

午睡を含む休息は、一人ひとりの子どもの状態に合わせ、柔軟に対応している
早朝保育で、登園が早い子どもや、前夜よく眠れなかった子ども、疲れている子どもは長く寝かせるなど、家庭における生活リズムを考慮
しながら子ども一人ひとりの状況に合わせて対応している。また、乳児は、成長差や発達差があるため、個別に対応を行い、個々の生活リ
ズムに合わせて午睡がとれるよう援助を実施している。さらに、５歳児は、就学に向けて、午睡を減らして、公文やドリルなどの保育時間に
替えていくが、免疫力を高めるため、できるだけ、午睡を取るようにしている。心地よい睡眠につなげられるよう、マッサージも取り入れてい
る。

3. 休息（昼寝を含む）の長さや時間帯は子どもの状況に配慮している

4. 降園時に、その日の子どもの状況を保護者一人ひとりに直接伝えている

評価項目2の講評

登降園時には、家庭と情報交換を行い、生活の連続性を考慮した保育につなげている
登園時には、職員から保護者へ積極的に声をかけ、「お変わりないですか」と、家庭での状況や健康面に前日と変わったところがないか
等、口頭でやりとりするとともに、顔色はどうか、手足にケガなどないか等、子どもの状態を「視診」で確認している。また、連絡帳アプリで
は、保護者に機嫌・排便・食事・睡眠・検温・子どもの様子を入力してもらい、得られた情報を申し送り簿に記入し、家庭との連続性を踏ま
えた保育に取り組んでいる。降園時は、子どものエピソードや健康面、ケガなどを伝えているが、詳しく知りたい保護者もおり、工夫に期待
したい。

子どもの生活が安定するよう、子ども一人ひとりの生活のリズムに配慮した保育を行っている
評点（○○○○）

標準項目
1. 登園時に、家庭での子どもの様子を保護者に確認している

2. 発達の状態に応じ、食事・排せつなどの基本的な生活習慣の大切さを伝え、身につくよう援助している

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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3 評価項目3

　　

評価

4 評価項目4

　　

評価

日常の保育に変化と潤いを持たせられるよう、年間を通じて、多彩な行事を実施している
日常の保育に変化と潤いを持たせられるよう、さまざまな行事等を実施している。毎月の誕生日会にはじまり、入園進級式・七夕・お泊り保
育・プール遊び・夕涼み会・運動会・クリスマス会・節分・ひな祭り・卒園修了式等、成長を祝う行事、日本の伝承行事、日頃の様子や成長
を披露する行事、親子の触れ合いを促す行事を盛り込んで、多彩に実施している。コロナ禍のため、社会情勢を見ながら、感染対策を講じ
て、実施している。また、行事終了後は、運営委員会や保護者会で寄せられた意見も踏まえ、次回の実施にいかせるよう、評価・反省を
行っている。

運動会やクリスマス会では、成功体験や達成感、喜びを味わい、自信につなげている
みんなで協力し、達成感や喜びを味わえるように、運動会やお楽しみ会を企画しており、その年によって子どもが発表したいものを尊重し
て、意見を聞いて取り入れている。また、劇の発表は５歳児とし、保育園生活の集大成として位置づけており、自信につながり成功体験と
なっている。４歳児以下の子どもは、その姿を見て憧れを抱いており、「自分もやってみたい」と自ら意欲的に進んで取り組んでいる。さら
に、幼児は朝の会で「グッド＆ニュー（良かったこと、新しい発見）」を伝え合っており、コミュニケーションが増え、連帯感が生まれている。

子どもが意欲的に取り組めるよう、保護者に協力を依頼し、理解を得ている
行事の実施にあたって、子どもの意欲を引き出すには、保護者の理解や協力が必要であるため、さまざまな機会を通じて、保護者に協力
を仰いでいる。また、園のしおりやホームページには、園の行事を掲載している他、毎年、期初に年間行事予定表を作成し、配付してい
る。毎月の園便り「月の予定」や行事ごとに連絡帳アプリでも知らせて、家庭での親子の会話にもつなげている。さらに、保護者には、弁当
作りや早目の登園、衣装の準備などを依頼しており、保護者から運動会のゴ－ルテープ持ちの話が出る等、協力を得られる関係性が構
築されている。

標準項目
1. 行事等の実施にあたり、子どもが興味や関心を持ち、自ら進んで取り組めるよう工夫している

2. みんなで協力し、やり遂げることの喜びを味わえるような行事等を実施している

3. 子どもが意欲的に行事等に取り組めるよう、行事等の準備・実施にあたり、保護者の理解や協力を得る
ための工夫をしている

評価項目4の講評

子どもが音楽・絵画・造形・身体による表現など、多様な表現活動を楽しむことを目指して、日々の制作や歌、リズム遊び、楽器の演奏、行
事の劇等を保育活動で行っている。また、幼児は年齢や発達に応じて、茶道・華道・英会話教室・「歌のお稽古」・体操教室等、プログラム
に盛り込んでいる。園の特色として、食育を含めた「知・徳・体・食」を大切にしており、例えば「知（知育）」では、童謡を歌い、絵本の読み聞
かせを取り入れているが、正しく美しい日本語に、童謡や絵本を通して出会うことで、語彙力が豊かに育つことをねらいとしている。

戸外活動で、日光を浴び、季節の移り変わりを感じ、身体を思う存分動かしている
天気の良い日は可能な限り、戸外活動として、散歩や近隣の自然豊かな公園に出かけることを実施している。コロナ禍においては、リスク
低減を図るため、砂遊びをしない、落ち葉やどんぐりは拾わない等、ルールを設けて行ってきた。現在は、戸外活動ができる状況になって
おり、日光を浴び、安らぎを感じ、思う存分、身体を動かすことは大切であるとの考えがある。戸外活動では、風や雪等の自然現象を体験
し、季節の花を見て、昆虫や動物に触れ合う他、地域住民に挨拶をしたり、信号や横断歩道の渡り方等、交通ルールを学び、社会性を育
んでいる。

日常の保育に変化と潤いを持たせるよう、行事等を実施している
評点（○○○）

6. 生活や遊びを通して、子どもがきまりの大切さに気付き、自分の気持ちを調整する力を育てられるよう、
配慮している

評価項目3の講評

子どもの自主性・自発性を大切に、遊びに集中できる環境設定を行っている
子どもの自主性・自発性を尊重し、各クラスに、コーナーを設定して、子どもが自分で遊びを選べる「コーナー保育」を行い、遊びこめる時
間と空間づくりに取り組んでいる。例えば、ままごとコーナーでは、ちゃぶ台やさまざまなパーツを準備し、好きなことを楽しめ、落ち着ける
空間にしており、子どもたちから人気がある。さらに、職員は「選択理論心理学」に基づき、子どもの感情や思いが湧き出るように、子ども
への言葉かけに配慮している。例えば、「手を洗いなさい」ではなく「手はきれいですか」と問いかけ、自己評価できることを大切にしてい
る。

「知・徳・体・食」を大切に、表現活動を取り入れて、子どもの豊かな感性を養っている

標準項目
1. 子どもの自主性、自発性を尊重し、遊びこめる時間と空間の配慮をしている

2. 子どもが、集団活動に主体的に関われるよう援助している

3. 子ども一人ひとりの状況に応じて、子どもが言葉による伝え合いを楽しみ、言葉に対する感覚を養える
よう配慮している

4. 子どもが様々な表現を楽しめるようにしている

5. 戸外・園外活動には、季節の移り変わりなどを感じとることができるような視点を取り入れている

日常の保育を通して、子どもの生活や遊びが豊かに展開されるよう工夫している
評点（○○○○○○）

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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5 評価項目5

　　

評価

6 評価項目6

　　

評価

子どもが楽しく、落ち着いて、安全・安心な食事を摂れるように配慮している
子どもが楽しく落ち着いて食事が摂れるように、幼児はテーブルごとにグループにわかれ、個別のランチョンマットを使用し、いつもよりは
会話を減らしつつ、友だちや職員とのやりとりを楽しんでいる。園の食事は、園内で管理栄養士が毎日調理しており、ニュースタートプログ
ラムの「まごわやさしい」栄養学を取り入れ、玄米菜食で、動物性食品や小麦・砂糖等は極限まで使用せず、国産の無添加・無農薬の食材
を中心とした和食のメニューを提供している。調味料はなるべく、無農薬有機のものを使用し、おやつも季節の果物が出る等、特長的であ
る。

給食会議や食事観察を行い、子ども一人ひとりに合わせた食事の提供に努めている
毎月、給食会議を開催する他、管理栄養士や調理士が、クラスを廻り、子どもの食事状況を確認して、メニューや味つけにいかしている。
また、子どもの体調や食文化を考慮して、一人ひとりに合った食事の提供に取り組んでいる。アレルギーの場合は、医師の診断によるアレ
ルギー除去指示書に基づき、除去や代替えで対応しているが、家庭と協力した徹底した食事管理により、年齢が上がるにつれ、食べられ
るようになった子どもが増えている。「知・徳・体」の基礎と位置付けられる「食育」を大切に、生涯にわたって食べる力、生きる力を育んでい
る。

さまざまな取り組みにより、子どもの食についての関心を深めている
園では、食の関心を高めるために、栽培活動や調理活動を取り入れている。例年の栽培活動では、トマト・きゅうり・なす等の夏野菜やア
サガオ等の花を植えて、水やりや栽培、収獲、食するまでを体験し、稲刈り体験も行っている。また、調理活動としては、クッキー作りやカ
レー作りを行っているが、コロナ禍のため見合わせや縮小もある。その他に、「まごわやさしい」の食材や、七草がゆの春の七草を準備し、
原型を見る機会を作ったり、独自におせちの具材をイラストに描いた紙を作成して遊べるよう準備したり、形を替えて食育を推進している。

1. 子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれるような雰囲気作りに配慮している

2. メニューや味付けなどに工夫を凝らしている

3. 子どもの体調（食物アレルギーを含む）や文化の違いに応じた食事を提供している

4. 食についての関心を深めるための取り組み（食材の栽培や子どもの調理活動等）を行っている

評価項目6の講評

子どもが楽しく安心して食べることができる食事を提供している
評点（○○○○）

標準項目

評価項目5の講評

保育時間の長い子どもが安心してくつろげるよう、家庭的な空間を用意している
保育時間が長い子どもが安心してくつろげるように、１８時以降の延長保育では、子どもたちが室内で落ち着いて過ごせるよう、環境を設
定している。延長時間は園の真ん中にある２歳児クラスの部屋に集まり、職員配置は、顔馴染みの職員が順番に対応し、抱っこやおんぶ
の他、カンガルー抱きで絵本を読んでもらう等、スキンシップの時間を増やして、安心感につなげている。また、眠くなった子どもには、布団
を敷き、身体をやすめることができるようにしている。さらに、異年齢の子どもが集まり、きょうだいのように過ごしており、社会性を育んでい
る。

保育時間が長くなっても、子どもが楽しく過ごせるよう玩具などの配慮をしている
保育時間が長くなっても子どもが遊びを楽しむことを目指して、保育時間が長い子どもは必要に応じて担任から引き継ぎし、その子どもが
楽しく過ごせるよう配慮している。また、集中できる「静」の活動を中心とした保育活動を取り入れ、パズル・お絵描き・ブロック・折り紙・絵
本・制作活動等を実施している。木製の乗用玩具・車・電車等もあり、交替なくずっと使っていられることも多く、子どもは特別感を味わって
いる。延長時間は、年齢層の幅も広く、遊びの興味が異なるため、職員により対応が変わらないよう、職員間で共有していくことに期待した
い。

保育時間の長い子どもが落ち着いて過ごせるような配慮をしている
評点（○○）

標準項目
1. 保育時間の長い子どもが安心し、くつろげる環境になるよう配慮をしている

2. 保育時間が長くなる中で、保育形態の変化がある場合でも、子どもが楽しく過ごせるよう配慮をしている

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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7 評価項目7

　　

評価

8 評価項目8

　　

評価

嘱託医や医療機関と連携を図り、子どもの健康管理に努めている

行事や保育活動の参加を促して、保護者の養育力向上を支援している
園では、園便りや保健だよりを発行し、３期の個別面談・保護者会・クラス代表会議・運営委員会で、子どもの生活の様子や保育活動等を
共有することで、子どもの発達や育児に関して、保護者と共通認識を図っている。また、稲刈り体験・夕涼み会・運動会・クリスマス会・保育
参観等、行事への参加を促し、子どもの成長や可愛さを一緒に喜ぶことで養育力の向上につなげている。降園後に、使っていないクラスを
開放して、保護者同士、子ども同士が交流できる場の提供をしていたが、コロナ禍は見合わせており、今後の再開が期待される。

評価項目8の講評

個々の事情に配慮して、保護者に寄り添い、子育ての支援に努めている
今年度の事業計画の目標に「子どもたちの育ちと心を第一に考えながらも保護者の就労支援に貢献し続ける」を掲げ、保護者支援に力を
注いでいる。保護者の就労のみでなく、家庭の状況、本人の意向・要望を聴き取り、園ができることは何か考えながら、急な延長保育やレ
スパイトの土曜保育にも個別に対応している。また、育休産休中は原則９時～1６時までのルールで預かり、急な残業による延長保育、土
曜保育、医療ケアを園内で行わない場合の統合保育等を組み合わせることができる等、一人ひとりの保護者のニーズにあった保育を準
備している。

園は、対面でのやりとりを大切にし、保護者と信頼関係の構築を図っている
保護者との信頼関係を深めるために、登降園時のコミュニケーションに加え、連絡帳アプリを活用しており、子どもの成長した姿やエピソー
ドを伝え合い、悩みや相談に専門的な立場で丁寧に助言・回答している。また、今年度より園長が登降園時に玄関に立ち、挨拶し、話しか
け要望をうかがうことで、さらに話しやすい雰囲気を作っている。希望のある場合は、個別面談以外にも臨時で、話し合いや傾聴の場も設
けている。さらに、病欠した子どもと家庭への配慮として、お見舞いの電話をすることで安心感につなげている。

標準項目
1. 保護者には、子育てや就労等の個々の事情に配慮して支援を行っている

2. 保護者同士が交流できる機会を設けている

3. 保護者と職員の信頼関係が深まるような取り組みをしている

4. 子どもの発達や育児などについて、保護者との共通認識を得る取り組みを行っている

5. 保護者の養育力向上のため、園の保育の活動への参加を促している

毎日の「視診」にはじまり、月１回の身体測定、年２回の歯科検診、乳児は毎月、幼児は年２回の嘱託医による健康診断を実施して、健康
管理に努めている。また、園には、看護師が数名おり、日々子どもの健康面をサポートしている他、同じビルの２階にある小児科の病院と
委託契約を締結して、急な体調変化があった場合には、小児科医と連携を図り、子どもの健康面を支援している。さらに、医療的なケアが
必要な場合には、保護者の同意を得て、医師や医療機関と連携を図り、助言を保育活動にいかしている。

子どもの健康維持のため、保護者と連携を図って、取り組んでいる
子どもの健康を維持するために、保護者からは登降園のコミュニケーションや連絡帳アプリから情報収集するとともに、園からは、園便り
や保健だよりを発行する他、保護者会や個人面談で情報提供を図っている。また、子どもの身体作りを考え、リズム運動や、巧技台・マット
を使ったマット運動やサーキット遊びを取り入れ、体幹を鍛えている。さらに、乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）の予防として、うつぶせ寝はせ
ず、あおむけ寝とし、０、１歳児は５分毎、２歳児は１０分毎に、体勢や呼吸の様子、顔色等の睡眠チェックを行う等、対策を講じている。

保護者が安心して子育てをすることができるよう支援を行っている
評点（○○○○○）

3. 保護者と連携をとって、子ども一人ひとりの健康維持に向けた取り組み（乳幼児突然死症候群の予防を
含む）を行っている

評価項目7の講評

子どもが病気やけがを予防・防止できるよう、保育活動の中で、繰り返し伝えている。
子どもが病気やけがを予防・防止できるように、コロナ禍においては、毎日の手洗い・うがいの重要性を、保育活動の中で、繰り返し伝えて
いる。また、楽しみながら取り組めるように、手を洗う時は、「もしもしかめよ」の歌に合わせて行ったり、健康面の話をするときは、イラスト
絵本・紙芝居・パネルシアター等を活用して、わかりやすい説明を心がけている。さらに、戸外活動時は、交通ルールを守ること、共同階段
は押さないで、静かに降りること等、その都度、理由とともに伝え、安全の意識を高めている。

子どもが心身の健康を維持できるよう援助している
評点（○○○）

標準項目
1. 子どもが自分の健康や安全に関心を持ち、病気やけがを予防・防止できるように援助している

2. 医療的なケアが必要な子どもに、専門機関等との連携に基づく対応をしている

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり

非該当なしあり
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9 評価項目9

　　

評価

行事の再開や、地域の子育て家庭に向けた「一時預かり事業」などの活性化が期待される
積極的に地域との関係づくりに取り組んでおり、地域住民や保護者が参加するワークショップで書道や蜜ろうラップ作りをしたり、代表や外
部講師によるオンラインサロンを再開し、毎週情報を発信している。また、以前より準備していた「一時預かり事業」は、今年度、区の承認
が得られている。一方、運動会やクリスマス会等の園の行事には、地域住民だけでなく、卒園児も招待し、盛大に開催していたが、現在は
見合わせており、再開を待っている状況である。今後は以前のように地域との連携を再開し、「一時預かり事業」を活性化することが期待さ
れる。

1. 地域資源を活用し、子どもが多様な体験や交流ができるような機会を確保している

2. 園の行事に地域の人の参加を呼び掛けたり、地域の行事に参加する等、子どもが職員以外の人と交流
できる機会を確保している

評価項目9の講評

戸外活動の機会に地域資源を活用し、子どもが交流できるよう働きかけている
子どもが、地域資源を活用する機会として、毎日の散歩や公園等への戸外活動や消防車を見に消防署へ行く等ある。戸外活動では、地
域住民と道中で挨拶を交わす等、社会性を育む機会となっている。コロナ禍前は、図書館で絵本を借りたり、近隣の店舗に制作で使う段
ボールをもらいに行ったり、３歳児以上が地域の高齢者施設へ訪問していたが、リスクを考え、現在は見合わせている。園は、高齢者施設
だけでなく、社会福祉施設との交流も検討しており、子どもが多様な体験や交流ができるよう、収束後の再開に向けて、関係性構築や準
備を検討されたい。

地域との連携のもとに子どもの生活の幅を広げるための取り組みを行っている
評点（○○）

標準項目

非該当なしあり

非該当なしあり
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〔事業者が特に力を入れている取り組み：認可保育所〕 令和4年度

《事業所名： 森の保育園》

評価項目

評価項目

評価項目

内容③

職員は入職後、「選択理論心理学」の考え方を学び、職員間で共有しており、子どもが「自分で考え、行動できる」よ
う、一人ひとりの子どもと、丁寧な声かけや関わりで接している。また、子どもは「○○さん」とさん付けで呼び、一人
ひとりを尊重している。例えば、排泄の自立も、子どもの発達や様子を踏まえ、トイレに適宜便座に座るところから支
援しているが、失敗があっても、否定的な言葉かけをせず、職員が平常心で関わることで、子どもは安心し、意欲を
引き出すことにつながっている。園は、日常の保育の中で、一人ひとりの子どもを尊重している。

6-5-1

子どものプライバシー保護を徹底している

事業者が特に力を入れている取り組み③

タイトル③ 園では、日常の保育の中で、子ども一人ひとりを尊重している

内容①

園は、食事は身体の基礎をつくる大切なものと捉えており、乳幼児期から正しい食事の摂り方や望ましい食習慣の
定着、および食を通じた人格の形成と心身の健全育成を図ることを目指して、食育に取り組んでいる。食のバラン
ス、楽しさや大切さを学ぶ活動として、今年度は、親子での稲刈り体験を再開することができている。園の食事は、
ビーガン給食で、国産の無添加・無農薬の食材を中心とした安心・安全な多彩なメニューが提供されている。子ども
は日々、栽培活動や調理活動等から食に関することを学んでおり、食を通じて、健やかな成長が促されている。

タイトル② コンピテンシーシートの導入で、多様な研修受講を受ける職員意欲を高めている

内容②

コンピテンシーシートという人材評価シートを導入し、園が求める人材育成に取り組んでいる。コンピテンシーシート
は、リーダーシップ、計画策定、保育スキル、コミュニケーションなどの項目を職員が自己評価するため、自身の課
題と長所を客観的に振り返る機会となり、自己研鑽の意識を高めている。その効果もあり、自主的な勉強会への参
加、自主研修を行う職員が多い。また、コンピテンシーシートを基に職員面談が行われ、直接に職員意向を把握した
うえで個人別育成計画を策定しており、園内外を含め多様な研修を職員が受講することにつながっている。

5-1-3

事業所の求める人材像を踏まえた職員の育成に取り組んでいる

事業者が特に力を入れている取り組み②

タイトル① 園の食事は、安心・安全なものが提供され、健やかな子どもの成長に寄与している

6-4-6

子どもが楽しく安心して食べることができる食事を提供している

事業者が特に力を入れている取り組み①
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〔全体の評価講評：認可保育所〕 令和4年度

№

タイトル

内容

タイトル

内容

タイトル

内容

№

タイトル

内容

タイトル

内容

タイトル

内容

3

業務支援システムには、保護者との連絡帳アプリもある。保護者は、食事・睡眠・体温等の健康に関する記録
の他、園への連絡事項を入力している。園では、０歳児から２歳児には、連絡帳アプリを通して個別の状況を伝
えている。３歳児から５歳児は、体温や食事などの記録は個別に、その日の活動については一斉配信をしてい
る。保護者からは、その日のエピソードや１日の流れのわかる内容を望む声も挙がっており、保護者に、子ども
の様子や園の様子がより伝わるように、その日のエピソードを記載する等の取り組みが望まれる。

発達の過程で生じる子ども同士のトラブルは、職員間で対応を話し合い、ルールを決めて、保護者の
安心感につなげられたい

自我が育っていく発達の過程において、子ども同士のトラブルが生じることがあり、その場合は、まずケガの処
置を行い、それぞれの子どもの気持ちに寄り添いながら、思いを代弁し、気持ちを汲み取り、仲立ちすることを
心がけている。また、幼児にはどちらが良い・悪いと判定するのではなく、自分たちで話し合って仲良くする能力
を養っている。一方、今回の利用者調査結果では、職員の対応のバラつきや保護者に伝えるかどうかについて
の意見が挙がっている。職員間で対応について話し合い、ルールを決め、保護者の安心感につなげていくこと
に期待したい。

良好な対人関係構築のため、コミュケーション技術の向上を図り、利用者サービスつなげるよう期待
したい

園は、園内研修を多く行い、常勤職員と非常勤職員にかかわらず共に理念研修、保健安全、危機管理などを広
く学んでいる。また、年度初めに園長と副主任で個人別研修計画を作成し、職員が受講すべき研修計画を明確
にしている。一方で、コロナ禍においては、園が強みとしていた保護者が参加する行事や対面の機会が減り、そ
れに伴い、コミュニケーションの場も少なくなっている。これに対応するために、例えば、ロールプレイを中心とし
たコミュニケーション技術を高める研修を行う等、保護者との良好な関係構築のための職員のスキル向上に期
待したい。

業務支援システムを活用する連絡帳アプリに、子どもの園での様子がわかるよう、エピソードを加え
る等の取り組みが望まれる

2

《事業所名： 森の保育園》

特に良いと思う点
天気の良い日には戸外活動を行い、保育室内は、コーナーを設定する等、子どもが楽しみ、遊びこ
める環境が整っている

天気の良い日には、戸外活動を実施し、日光を浴び、思う存分身体を動かすとともに、さまざまな自然現象や自
然物に触れ合える機会を作り、五感を刺激し、創造力を育み、免疫力を高めている。また、保育室内は、子ども
の目線に絵本や玩具をそろえ、子どもが遊びを選べるコーナーを作り、温かみのある木の玩具を取り入れる
等、主体性や自発性に働きかける環境設定がなされている。さらに、音楽・造形・身体を通したさまざまな表現
活動や、絵本の読み聞かせ、脳と体幹を鍛えるリズム遊びも取り入れる等、子どもが楽しみ、遊びこめる環境が
整っている。

園は理念に基づき、子どもの保育、保護者への周知、職員教育に一貫性を持って取り組んでいる

1

ホームページでは、理念・園の特色・園での生活・入園案内・アクセス・よくある質問コーナーを設け、保護者が
知りたい情報を、写真を交えて案内している。理念に「キリスト教精神に基づき、すこやかな子ども、すこやかな
家庭、すこやかな地域をはぐくむ保育園」を掲げ、園の特長である給食については、写真を掲示して説明してい
る。また、保育活動は「知・徳・体・食」に力を入れていることを説明している。さらに、代表がオンラインセミナー
を行い、園での取り組みを幅広く伝えていることが、入園の問い合わせにもつながっている。

2

1

3

さらなる改善が望まれる点

園の特長を十分アピールしたホームページやオンラインセミナーを運用し、利用希望者へ園の考え
方への理解を深める取り組みを行っている

園が目指していることの実現に向けて、理念を明確に示し、理解が深まるように取り組んでいる。ホームページ
に理念を掲載し、広く一般に周知している他、保護者には、入園時に理念が明記された「入園のしおり」「重要事
項説明書」を配付し、折に触れて伝えている。また、職員へは、新人研修や職員研修旅行、職員会議等で、理
念の周知を図っている。さらに、園の理念、行動指針、経営方針、職員の誓いなど職員が意識すべき重要事項
をまとめた園独自の小冊子を作成し、職員一人ひとりに配付して、さらなる理解の浸透に努めている。
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